
詳細事例報告書作成の手引き 
 
詳細事例報告書は、専門医新規申請・更新審査、認定医認定・更新審査に用いられます

が、その個人情報の扱いなどについては一定の配慮が必要となります。まずは、各施設に

おいて学会発表をする際と同様のポリシーにてご配慮ください。日本医学会連合からの通

知にて専門医試験等における個人情報の取り扱いは認められておりますが、個人情報の同

定につながる可能性を想定し、以下の点にご注意いただくようにお願いします。 
 
1. 事例発生時期：自らが担当し始めた、何らかのイベントが起こったというような時期

を事例に応じて設定してください。その際、年号は西暦で、201x 年のように下１ケタ

については x で表示してください。月は季節が分かるように実際のまま、日は**のよ

うにアスタリスク２ケタ（日付が１ケタでも２ケタで構いません）としてください。 
2. 終了時期：担当が一段落した、あるいは何らかのイベントが終了したというような時

期を設定してください。記載方法は事例発生時期に準じます。 
3. 領域：プライマリ・ケア認定医制度の「更新申請」の欄から、各年度の更新手続きの

ページをご覧の上、適切な領域を選択してください。なお、2018 年度より領域数が拡

大しておりますので、ご注意ください。 
4. 事例発生時の勤務先名：施設名は入れず、施設種別のみ分かる程度の情報としてくだ

さい（病院か診療所かなど）。 
5. 表題：事例を一言でイメージできるようなタイトルを心掛けてください。 
6. 実践した具体的内容：事例の記述となります。領域に応じて、症例以外の取組などに

ついて述べていただいても構いません。図表も文字が見える範囲であれば、適宜挿入

してください。なお、症例の場合は、患者の年代は〇〇歳代後半、などとややぼかし

た表現が望まれます。また、本文中も日付については事例発生時期にスライドさせ、

事例発生時期の次の年は 201x+1 年などと表現してください。また、正確な日付は入れ

ず、〇月上旬、のような表現にとどめてください。 
7. プライマリ･ケア機能に関する考察：事例で実践した内容を文献的知見などに沿って振

り返り、次に同じような事例に遭遇したときに、どのように今回よりも改善できそう

かを論じてください。 
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